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はじめに 近年，先端的バイオイメージング分野においては．可視光～近赤外領域で波長選択可能であり，数

ps～数 ns の時間領域で時間幅が可変で，かつ 1MHz 以上の高速繰り返しで光パルスを発生することができる

高機能光源の実現が切望されている．我々は，これまでに，利得スイッチング半導体レーザー（GS-LD）を基

盤技術としてそのような機能を有する小型かつ高安定な光源の開発を進めてきた[1-4]．ピコ秒時間幅の光パル

ス（ps 光パルス）の場合には，増幅したのちにスーパーコンティニュウム（SC）光発生に基づいて広帯域波長

選択機能が得られるが[1]，時間幅がサブナノ秒以上に長い光パルス（サブ ns 光パルス）では原理的に SC 光発

生が容易でなくなる．そのために，サブ ns 光パルスの場合には第 2 高調波発生（SHG）や和周波発生（SFG）

による波長変換機能に留まっていた[2, 3]．しかし，我々が新たに見出した光注入 GS-LD からのバースト光パ

ルス（BOP）[3, 5]を利用すれば，光パルスの包絡線幅がサブ ns であっても SC 光を発生できることが期待さ

れる．今回，その可能性について検討を行ったので報告する． 

実験および結果 光パルスによる SC 光発生における重要な機構の 1 つは自己位相変調（SPM）効果である．

スムースな光パルス包絡線を持つ光に比べて，BOP では包絡線内で ps 時間幅のサブパルス構造を持つので，

同等のピークパワーであっても SPM がはるかに起きやすい．これを検証するために，GS 動作下のファブリー・

ペロー型 LD（FP-LD）に外部から単一周波数のレーザー光を注入して，光注入同期 GS（ILGS）によるスムー

スな包絡線のサブ ns 光パルス，および BOP 構造を内包するサブ ns 光パルスを得て，光増幅をしたのち，光フ

ァイバー中での SPM を誘起する実験を試行した．その結果を図 1 および図 2 に示す．図 2 に見られるように，

BOP では ILGS に比較して SPM によるスペクトルの広がりが顕著に観測された．このような違いは，SPM の

理論計算の結果とも整合する．今回の結果は，BOP を適当なピークパワーまで増幅して高非線形の光ファイバ

ーに入射させることにより，サブ ns の包絡線幅を持つ SC 光を高効率で発生できる可能性を示唆している． 
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図 1. 光パルスのオシロスコープ観測時間波形．(a)  ILGS，
(b) BOP．動作条件等；繰り返し周波数 (a), (b)ともに 1MHz，
パルス電圧 (a) 5V，(b) 5.5V，励起パルス幅 (a) 550ps，(b) 
550ps，光注入パワー : (a) 6mW，(b) 6.7mW，平均光出力パ
ワー (a)15μW，(b)18μW． 
 
 
 
 

図 2. 図 1 に示す光パルスを増幅してから 3m 長のフォトニック結晶フ
ァイバー（PCF）を通したときに観測された光スペクトル．PCF への入射
光平均パワーは，(a), (b)ともに 142mW． 
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